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優良図書の推奨　平成２１年８月分








お父さん、お母さん、弟、妹―家族みんなが寝静まった夜。女の子は自分の部屋で、ひとり眠れずにいた。


そのとき、やさしい風が窓から入ってきた。風が女の子を素敵な世界へと誘い出す。


女の子はそっとベッドをぬけだし、屋上にむかった…。








○よぞらをみあげて


ジョナサン・ビーン／作


さくまゆみこ／訳


【幼児、小学生（低学年）、親向け】





講談社　\1,600（税別）


ISBN978-4-06-214994-5　318P　21×16cm　NDC913





　あたたかな読後感が残り、想像することの楽しさも残してくれる絵本。








○ヘビのひみつ


内山りゅう／写真・文


【小学生（低学年）向け】





迫力満点の表紙に、ギョッとする人も多いだろう。


ヘビが嫌いな人はたくさんいる。しかし、そのヘビについて、どれくらい知っているだろうか。


この本に登場するアオダイショウというヘビは、意外とわたしたちの身近に存在している生き物である。





偕成社　\1,200（税別）


ISBN978-4-03-331650-5　32P　29×21cm　





○さよならしょうがっこう


小種小学校のみんな＋中川ひろたか／作


【小学生（低・中学年）向け】





閉校になった小学校のお話。１３３年続いた小学校だった。たくさんの思い出のつまった、ぼくたちの学校がなくなってしまう。


絵本や歌の世界で活躍する中川ひろたか氏が小種小学校の子ども達に会いに行き、いっしょに「思い出さがし」をはじめる。


子どもたちの書いた絵と先生の撮った写真を合成した本書は、だれの心の中にもある「ふるさと」を思い出す一冊。





偕成社　\1,400（税別）


ISBN978-4-03-437390-3　40P　25×27cm　





○ツバメのたび　５０００キロのかなたから


鈴木まもる／作・絵


【小学生（低・中学年）向け】





だれかがぼくをよんでいる。


日本から５０００キロも離れた南の国マレーシアから一羽のツバメが飛び立った。


翼を広げ、大荒れの海を越え、途中休みながらも自分の行きたい場所にたどり着いた。


そこは日本だった。


本能ともいうべき力に導かれ、はるかかなたから、自分の目的地まで旅をしたツバメの姿に感動を覚える作品。





世界文化社　\1,400（税別）


ISBN978-4-418-09501-8　39P　27×22cm　NDC481





○地球のおくりもの


岩合光昭／写真・文


【小学生（低・中・高学年）向け】





この３０～４０年の間に、地球環境は大きく変わってしまった。


動物写真家の岩合光昭氏がこの本を通して、動物の立場に立って自然を見つめることの大切さを唱えている。


地球と向かい合って撮影された、さまざまな動物たち―オランウータン、アフリカゾウ、ホッキョクグマ、ジャイアントパンダ…。


「地球のおくりもの」の美しさを再認識させられる。





こぐま社　\1,600（税別）


ISBN978-4-7721-9048-0　188P　18×14cm　NDC929





○子どもに語る中国の昔話


松瀬七織／訳　湯沢朱実／再話


【小学生（中・高学年）向け】





１９８０年代半ば以後の調査資料をもとに再話された漢民族の昔話集である。


三大昔話として広く知られる「トラ女」「牛のシラミいっぴき」「ヘビのおむこさん」など１８話が収録されている。


日本の昔話の「花咲かじい」「織姫と彦星」「こぶとりじい」などに似た話も盛り込まれており、日本人にも馴染み深さを感じさせる一冊。


昔話のおもしろさを味わえる。





ポプラ社　\1,200（税別）


ISBN978-4-591-10748-5　36P　21×26cm　NDC487





○風の靴


朽木祥／作


柏村勲、服部華奈子／画


【小学生（高学年）、中学生向け】





中学受験に失敗した中学一年生の少年、海生は、胸にもやもやを抱えた「サイテー」な日々を送っていた。


追いうちをかけるように、ヨットを教えてくれた大好きなおじいちゃんが亡くなってしまった。海生は家出を決意し、親友の田明、田明の妹、愛犬とともに、ヨットで、江ノ島から三浦岬の突端まで三日間の航海をすることに。


少年たちの生き生きとした姿、海辺の光や風の丁寧な描写によって、真夏の湘南の海がどんどん広がっていく作品。








偕成社　\1,400（税別）


ISBN978-4-03-726760-5　253P　20×14cm　NDC931





○ハートビート


シャロン・クリーチ／作　もきかずこ／訳


堀川理万子／絵


【小学生（高学年）、中学生、高校生／勤労青年向け】





１２歳のアニーが好きなのは走ることと、絵を描くこと。


競技会をめざすことはせず、ただひたすら気持ちよく走る彼女の姿が、リズミカルな散文詩でつづられていく。


認知症がはじまったおじいちゃん、お母さんのおなかの中で育っている赤ちゃん。ひとつのりんごを毎日描くという美術の課題と、はだしで走ることの毎日の中で、思い、悩み、考えるアニー。


各左ページに描かれた彼女の走るイラストも楽しい一冊。





岩波書店　\1,900（税別）


ISBN978-4-00-001077-1　348P　21×16cm　NDC933





○ほがらかな探究　南部陽一郎


福井新聞社／編著


【中学生、高校生／勤労青年、一般向け】





平成２０（２００８）年、ノーベル物理学賞を受賞した、本県出身の物理学者、南部陽一郎氏。


本書は、人間南部陽一郎氏を紹介。飾らない人柄や、研究にかけるひたむきな情熱に触れることができる。


南部氏の友人や後輩であるノーベル物理学賞受賞者や、脳科学者の茂木健一郎氏も登場。彼らからみた南部氏が語られる。　「自発的対称性の破れ」などの南部理論もわかりやすく解説。写真が豊富で、中・高生から大人まで興味深く読める一冊。





福井新聞社　\1,300（税別）


ISBN978-4-93883364-0　126，20P　26×19cm　NDC289





○水深五尋


ロバート・ウェストール／作　金原瑞人、野沢佳織／訳　宮崎駿／画


【中学生、高校生／勤労青年向け】





第二次大戦中のイギリスの港町が舞台。ある夜、１６歳の少年チャスは、貨物船がドイツのＵボートに撃沈されるのを目撃する。


貨物船の情報がどうしてドイツに分かるのか。その疑惑の発端は、河口の大量の浮遊ゴミの中から偶然見つけた通信装置にあった。


「町の中にドイツのスパイがいる！」


危険なスパイ探しを通してチャスがたくましく成長する様子が描かれている一冊。父との絆もさわやか。





ほるぷ出版　\1,200（税別）


ISBN978-4-593-50503-6　1冊(ページ付なし)　 19×19cm








　本書では、泳いだり、木登りしたり、食事やふ化するシーンなど、さまざまなヘビの姿を写真で紹介。巻末にはヘビのひみつも紹介されている。








